
コ ロ シ ア ム ・ カ フ ェ 閉 店
宇高雄志（兵庫県立大学環境人間学部教授）

　マレーシアの首都クアラルンプールの目抜き通りに
あったコロシアム・カフェ＆ホテルが100年の歴史を
終え閉店した。これもコロナ禍がもたらしたものだ。
　1921年開業のこの店は、マレーシアで最も長年にわ
たって営業しているコロニアル風のレストランとして
知られてきた。
　熱せられた鉄板の上でソースが跳ねるステーキと、
飛び散るソースを受け止める白いエプロンが愛らしか
った。メニューは「コロニアルの遺産とハイナン（海
南）料理」をうたう。どこか威厳に満ちたウエーター
の諸氏も往年の大都市の風情だった。
　往時は、クアラルンプールの人々は隣の映画館での
映画鑑賞とコロシアム・カフェでの食事を楽しみにし
ていた。最初期にはドレスコードもある格式高い社交
の場で、折に触れて国内外の情勢に関する議論が交わ
されていたそうだ。
　　

　コロシアム・カフェの建物はアールデコ様式のショ
ップハウス（１階を店舗、２階を住居として利用する
建物）。どっしりとした柱がファサード（建物の正面
部）を構成し、ベランダウエー（建物の道路に面した
部分にある歩廊）には緩やかなアーチがかかる。正面
には見かけ２軒分の広い間口があり、右側にレストラ
ン、左側にカウンターを備えたバーがあった。内部で
もこの２軒はつながっていて、行き来ができた。
　入り口はマホガニー調のデザインで、両開きのドア
が中央にある。薄く色の入ったすりガラスがはめられ、
太い字体でCOLISEUM CAFE & HOTELと誇らしげに掲げ
られていた。玄関周りもインテリアも簡素なデザイン
だった。ステーキの焼ける煙を天井のファンが撹拌（か
くはん）する。２階の宿は、マレーシアの前身のマラ
ヤ連邦時代から多くの旅人に愛されていた。
　いよいよ閉店が決まると、コロシアム・カフェを愛

する人々から惜しむ声が上がった。近年、ショップハ
ウスをはじめとする歴史的建造物は全国的に、単なる
老朽化した建物としてのみならず、その価値が見直さ
れている。シンガポールのチャイナタウンなどの観光
地としての成功も後押ししているのかもしれない。
　特に2008年に世界文化遺産となったペナン島とマ
ラッカの市街地では、これまでならば取り壊されてい
た建物が法的にも保全の対象となり、安易に取り壊さ
れることがなくなった。これらがブティックホテルや
カフェとして再生されていく。いまや投機の対象とし
ても国内外から購入者が現れて高値で取引されてい
る。
　ただ、多くの元の居住者は家賃上昇に伴い市郊外に
住まいを移してゆくことになる。何代も伝えられてき
た商いも街角から消えてゆく。
　戦前に建てられた不動産の賃貸価格を低く抑えてい
た「家賃統制令」（Control of Rent）が00年に撤廃さ
れたことで、戦前に建てられたショップハウスを含め
物件価格が上昇することもあるだろう。コロシアム・
カフェも戦前に建築された建物で、この閉店も賃貸契
約の満了に伴うものとささやかれている。
　文化遺産保全の観点からは、古い建物が生かされる
のはいいことだ。しかし、もうけを優先したからか、
建物の修理が安易で丁寧でない残念な例も散見される。
安っぽいペンキが塗りたくられ、すぐに飽きられる。
建物はそれを使う人々が丁寧に使い続けることで輝き
を増すのに。
　さてコロシアム・カフェであるが、クアラルンプー
ル郊外で支店３店の営業が続けられている（21年6月
時点）。閉店した本店の店舗がこの先どのように使われ
るのか気になるところだ。
　ただ、クアラルンプールに住む人の反応は「古いコ
ロシアム・カフェが閉店したのは残念だけれど、郊外
の店の方が車も止めやすくて良いのでは」とのあっさ
りとしたものだった。
　街の風景が、まるで軽業のように日々描き変えられ
るクアラルンプールでは、これぐらい過去や記憶にも
潔くないと、変化の大波に乗り損ねてしまうのかもし
れない。
　さてコロナ禍が明けるのはいつだろう。そのとき、
コロシアム・カフェのないクアラルンプールの街角は、
どんなふうに見えるだろう。
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